
 医療政策課、医療人材対策室、障害福祉課 

 

１．事業概要 

  医療に従事する人材の確保・定着を図るため、限られた人員でより

効率的に業務を行う環境の整備費用に相当する金額を、給付金として

支給することにより、業務の生産性を向上させ、職員の処遇改善につ

なげる。 

２．事業内容 

  令和７年３月３１日時点でベースアップ評価料※を届け出ている

病院、有床診療所、無床診療所及び訪問看護ステーションにおいて、

令和６年４月１日から令和８年３月３１日までの間に、ICT機器等の

導入やタスクシフトによる業務の効率化、または、職員の処遇改善を

図る医療機関等に対して給付金を支給。 

  ※ベースアップ評価料：医療機関等の職員の賃金改善（ベースアップ）を支援す

るために、診療報酬に上乗せされる評価料 

3．支援内容 

（１）基準額 

病院・有床診療所（5床以上)：許可病床数×４万円  

有床診療所（4床以下）、無床診療所、訪問看護ステーション 

：１施 設×1８万円  

 

（２）対象施設 

病院・有床診療所(５床以上)     ２２５施設(２５，１８３床) 

有床診療所（４床以下）・無床診療所 ３９３施設 

歯科診療所             ３９６施設 

訪問看護ステーション          ８６施設 

                     合計：１，１００施設 

 

 

（新）生産性向上・職場環境整備等支援事業費 

（６月補正予算額：１，１８８，７２８千円） 



4．対象経費 

（ＩＣＴ機器等の導入による業務効率化） 

タブレット端末、離床センサー、インカム、ＷＥＢ会議設備、床拭 

きロボット、監視カメラ等の業務効率化に資する設備の導入 

 

（タスクシフト／シェアによる業務効率化） 

医師事務作業補助者、看護補助者等の職員の新たな配置によるタス

クシフト／シェア 

 

（給付金を活用した更なる賃上げ） 

  処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善 

 

 






